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奥多摩町立氷川小学校 

 

災害（大雨・大雪等）に伴う登下校時の対応について 

本校では、災害発生に伴い、児童の登下校に影響を及ぼすことが予想される事態において、学校の対応

について、以下の通りとします。御理解・御協力をお願いします。 

 

１ 通常の登下校ができない場合の想定と学校の対応 

想定される状況 学校の対応 

①児童の安全が確保できない 

地震・大雨・台風・大雪などの理由から、

登下校に困難があり、児童の安全が確保

できないと判断された場合 

登校時 

・登校時刻の繰り下げ 

原因となった状況が改善されないときは、メ

ール等による連絡の後休校となる場合がある 

・休校 

下校時 ・保護者への引き渡し 

②電車･バスの運休、道路の通行規制 

 

登校時 

・登校時刻の繰り下げ 

 繰り下げた登校時刻までに運行されないとき

は、メール等による連絡の後休校となる場合

がある 

・休校 

下校時 

・電車・バスで下校する児童は、保護者へ

の引き渡しとし、徒歩で登下校する児

童は集団下校 

③危険が増すこと予想される 

大雨・大雪の予報や、野生動物の出没情

報など、今後危険性が高まる恐れのある

場合 

下校時 

・時程を変更し、早めの下校 

理由となる事項や、登下校の方法を考慮し、

集団下校や保護者への引き渡しを柔軟に検

討 

 

２ 保護者への連絡方法 

対応決定のタイミング 対応 連絡方法 

前日下校前に決定 

・登校時校の繰り下げ 

・下校時刻の繰り上げ 

・休校 

・配信メール 

・お便り 

・防災無線 

前日下校後に決定 

・登校時刻の繰り下げ 

・休校 

・配信メール 

※午前 6時 30分までに配信 

・下校時刻の繰り上げ 

・保護者への引き渡し 

・集団下校 

・給食の有無 

・配信メール 

・防災無線 



 

３ その他 

 

 

  

 

 

※ 予想される危険は、地域の地理的な条件によることが大きいため、原則として小中学校は同じ対応

をとることにいたします。 

※ 実際の運用にあたっては、想定外の条件が発生することも考えらます。そのような場合には、原則

にかかわらず臨機応変な対応をとることがあります。また、発達段階や危険回避能力の違いにより小

中で異なる対応をとる場合もあります。 

 登校の判断について  
◎学校からの連絡がない場合でも、天候や通学路の状況等によっては安全に登校できないときは、児

童の安全を第一に考え、各家庭で登校の判断をしてください。なお、保護者の判断で児童が登校で

きなかった場合は、「欠席」ではなく、「災害による出席停止」の扱いとします。その際は、必ず

電話等でお知らせください。 

地域の状況把握に、御協力ください  
◎本校は学区が広域に及ぶため、各地域の状況が大きく異なることがあります。学校では正確な状況

把握に努めますが、皆様からも情報をいただけると助かります。 

 休校時の過ごし方について  
◎休校となった場合、児童の健康で安全な家庭での過ごし方に御留意ください。 

◎地割れや落下物のある場所や増水した川や崖など危険な場所には近付かないこと、強風により飛ん

でくるものや落下物に注意する等、危険を予測し避けることができるよう、御家庭でも身の守り方

について指導をお願いいたします。 

 

◎学童保育室の運営が、開設できない事態も考えられます。その際は学童保育室への下校児童を学校

での待機児童とし職員の看護体制の下におきますので御安心ください。 

学童保育室の運営 


